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東松島市は政府から
SDGs 未来都市に
県内で唯一選定さ
れました。
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野蒜海岸 初日の出



　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
と
な
り
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
市
の
市
政
運
営
な
ら
び
に
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
最
優
先
で
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
被
災
者
皆
様
の
住
宅
再
建
は
全
て
完
成
し
、
ま
た
新
し
く
鳴
瀬
桜
華
小
学
校
が
今
年
度
中

に
完
成
の
予
定
で
あ
り
、
奥
松
島
運
動
公
園
等
、
令
和
２
年
度
中
に
全
て
の
ハ
ー
ド
事
業
の
完

結
を
目
指
し
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
者
皆
様
の
心
の
復
興
を
最
優
先
に
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
や
健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
等
を
強
化
す
べ
き
と
考
え

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
、
子
ど
も
・
若
者
・
高
齢
者
の
全
世
代
が
持
続
可

能
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
目
指
し
、
議
会
基
本
条
例
の
検
証
、
委
員
会
活
動
の
強
化
、
政

務
活
動
の
充
実
等
を
目
標
に
議
会
機
能
の
強
化
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
新
し
い
感
覚
と
高
度
な
政
策
提
言
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
皆
様
の
ご
期

待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
議
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議
長
新
年
の
あ
い
さ
つ

東
松
島
市
議
会
議
長
　
大
橋
　
博
之

あけましておめでとうございます

大曲浜 獅子舞

2令和２年２月１日発行



No. 款 事業名 補正額（増額）
① 教 育 費 オリンピック・パラリンピックホス

トタウン事業 1,045

① 教 育 費 スポーツ振興事務 348

② 総 務 費 震災復興伝承館改修事業 22,248

③ 農林水産業費 漁港施設機能強化事業（工事請負費） 127,723

④ 地域支援事業費 地域包括支援センター運営事業 2,740

■12月補正予算、質疑があった事業の補正額■（単位 : 千円）

①
教
育
費
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
務

　
　
　
　

市
の
全
力
を
挙
げ

る
行
事
に
な
る
と
思

う
が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
等
の
具

体
的
な
詰
め
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
デ
ン
マ
ー

ク
学
生
交
流
事
業
関
係
の
消

耗
品
に
、
聖
火
到
着
式
等
へ

参
加
す
る
小
学
生
の
記
念
品

代
を
含
む
。
ま
た
、
聖
火
到

着
地
と
な
る
記
念
と
し
て
、

都
市
宣
言
を
し
、
看
板
を
設

置
す
る
。

②
総
務
費
、
震
災
復
興

伝
承
館
改
修
事
業

　
　
　
　

改
修
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
。

　
　
　
　

店
舗
跡
地
含
め
全

体
的
な
改
修
。
店
舗

QAQA

跡
の
床
、
壁
等
の
修
繕
。
展

示
パ
ネ
ル
作
成
等
、
展
示
に

関
す
る
業
務
委
託
と
エ
ア
コ

ン
、
照
明
等
の
備
品
購
入
。

来
年
夏
を
目
標
に
整
備
す
る
。

③
農
林
水
産
業
費
、
漁

港
施
設
機
能
強
化
事
業

（
工
事
請
負
費
）

　
　
　
　

東
名
漁
港
、
里
浜

漁
港
の
工
事
内
容
は
。

　
　
　
　

震
災
後
の
隆
起
対

策
と
し
て
、
東
名
漁

港
で
泊
地
の
新
設
お
よ
び
物

揚
場
改
良
。
里
浜
漁
港
で
は

物
揚
場
改
良
。

④
地
域
支
援
事
業
費
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
　

何
を
も
っ
て
機
能

強
化
す
る
の
か
。
ま

た
２
カ
所
あ
る
う
ち
、
ど
ち

ら
に
予
算
振
り
分
け
す
る
の

か
。 QQAQQ

　
　
　
　

複
雑
化
し
た
ケ
ー

ス
対
応
や
介
護
予
防
、

重
症
化
予
防
の
た
め
の
機
能

強
化
。
振
り
分
け
は
、
東
部
、

西
部
両
者
と
協
議
し
進
め
る
。

A

震
災
復
興
伝
承
館
改
修
業
務

委
託
料
な
ど
を
計
上

補
正
予
算
総
額　
7
億
６
，３
５
５
万
３
千
円
の
増
額

　

一
般
会
計
ほ
か
６
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
12
月
５
日
お

よ
び
16
日
、
本
会
議
で
慎
重
審
議
し
、
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、

何
点
か
質
疑
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
４
回
定
例
会　
補
正
予
算
（
議
案
113
号
～
118
号
、
124
号
）

▲改修による展示内容の充実が期待される震災復興伝承館

　

地
方
公
営
企

業
が
企
業
と
し

て
の
経
済
性
を

十
分
に
発
揮
し
、
運
営
が
弾

力
的
か
つ
機
能
的
に
行
え
る

よ
う
配
慮
し
た
法
律
で
あ
る

地
方
公
営
企
業
法
を
、
人
口

３
万
人
以
上
の
自
治
体
は
令

和
２
年
４
月
１
日
よ
り
下
水

道
事
業
へ
と
適
用
す
る
よ
う

に
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
財

政
指
標
等
に
よ
り
財
政
状
況

を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
本
市
の
事
業
規
模
の

場
合
の
法
適
用
は
、
新
た
な

コ
ス
ト
が
生
じ
な
い
「
財
務

適
用
」
を
選
択
し
、
本
条
例

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
業
務

の
範
囲
は
、
施

設
の
特
殊
性
か
ら
管
理
全
般
、

運
営
業
務
、
施
設
お
よ
び
設

備
の
維
持
管
理
の
多
岐
に
渡

り
ま
す
。

　

審
査
で
は
、
施
設
の
役
割

の
重
要
性
に
鑑
み
、
報
告
内

容
の
精
査
・
監
督
に
万
全
を

期
す
こ
と
と
し
、
導
入
効
果
、

人
件
費
に
つ
い
て
も
確
認
し
、

ま
た
、
今
後
の
高
齢
者
社
会

の
到
来
か
ら
、
包
括
的
運
営

管
理
あ
る
い
は
、
施
設
管
理

部
門
、
福
祉
事
業
部
門
等
の

分
離
の
必
要
性
も
討
議
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
会
で
の
採
決

の
結
果
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
、
本
会
議
で
の
委

員
長
報
告
の
後
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
試
算
に

よ
る
指
定
管
理

料
価
格
と
指
定

管
理
候
補
者
の
貴
凛
庁
の
申

請
価
格
に
大
き
な
差
が
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
人
員
の

配
置
に
つ
い
て
懸
念
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
キ
ボ

ッ
チ
ャ
等
と
連
携
を
図
っ
て

対
応
し
て
い
く
方
針
を
聞
き

取
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
貴

凛
庁
は
、
軽
食
の
提
供
や
物

品
の
販
売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
社
会
貢
献
の
実
施
、

利
用
者
増
加
の
自
主
事
業
を

提
案
し
た
こ
と
で
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
本
会
議
に
お

い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

※①～③、一般会計。④のみ介護保険特別会計。

▲奥松島観光物産交流センター

▲市のさまざまな福祉事業の
　拠点となる老人福祉センター

▲下水道事業と公営企業法

議
案
第
98
号

東
松
島
市
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

議
案
第
107
号

東
松
島
市
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

（
民
生
教
育
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

議
案
第
108
号

東
松
島
市
奥
松
島
観
光
物

産
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

12
月
（
第
4
回
）
定
例
会
審
議
（
審
査
）
内
容
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議案番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　 件名と主な内容　※ほかの記事で説明した議案の説明は省略しています。

議案第99号
東松島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例について…
　特別職（市長、副市長、教育長及び議会議員）の期末勤勉手当月数を年間支給月数 3.35 月分→ 3.40 月分（増
0.05 月分）に改定を行うもの。

議案第100号
東松島市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について…
　一般職員の期末勤勉手当月数を年間支給月数 4.45 月分→ 4.50 月分（増 0.05 月分）に、初任給、住居手当等
についても改定を行うもの。

議案第101号
東松島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について…
　特定任期付職員の期末勤勉手当月数を年間支給月数 3.35 月分→ 3.40 月分（増 0.05 月分）、初任給について
も改定を行うもの。

議案第102号
東松島市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について…
　災害援護資金の貸付に係る調査権限の付与ならびに災害弔慰金および災害障害見舞金の支給に係る支給審査期
間の設置について、見直しが行われたため所要の改正を行うもの。

議案第103号
東松島市土地開発基金条例の一部を改正する条例について…
　大曲浜地区被災市街地復興土地区画整理事業について事業完了清算手続きに際し保留地を取得する必要があり、
その財源に充てるため基金限度額を５億円減額し 13億円とするもの。

議案第104号
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例について…
　令和元年 6月 14日に法律が公布されたことに伴い関係条例の整理を行うため、所要の改正を行うもの。

議案第105号
（債）平成 30 年度奥松島運動公園災害復旧工事（体育館建築工事）請負変更契約の締結について…
　地下水位が高く湧水も多いことからウェルポイント設置による水替工の増工や、カーテンウォールの排煙窓付
のものへの仕様変更のため約 3,100 万円増額するもの。

議案第106号
（債）平成 30 年度奥松島運動公園災害復旧工事（野球場外）請負変更契約の締結について…
　多目的グラウンドの移設工事に伴う掘削造成時に不良土が発生したため掘削し上部に良い土を入れ人口芝を設
置する工事と、その残土処理のため約 1,100 万円増額するもの。

議案第109号
字の区域を新たに画することについて…
　大曲浜地区被災市街地復興土地区画整理事業により公共施設が整備されることに伴い、新しい区画を「みそら」
と字名を決定したもの。

議案第110号
字の区域を変更することについて…
　大曲字土手下南 169の３から 169の６まで、170の２に隣接する道路である国有地の全部を、「大曲字道下南」
と字の区域を変更するもの。

議案第111号
字の区域を変更することについて…
　宮城県から県営ほ場整備事業上福田地区の区画整理が今年度完成することに伴い、字の区域の変更申請書が提
出されたことにより変更を行うもの。ただし、住居等への影響はない。

議案第112号
字の区域を変更することについて…
　県営ほ場整備事業奥松島地区（宮戸２分区）が区画整理の今年度完成することに伴い、字の区域の変更申請書
が提出されたことにより変更を行うもの。ただし、住居等への影響はない。

議案第119号
（債）平成 29 年度赤井排水区（雨水排水）下水道雨水調整池工事請負変更契約の締結について…
　変更内容は、大塚地内の発生土仮置き場に運搬する計画であった発生土を、矢本一般廃棄物最終処分場の覆土
材として再利用するため、運搬先を変更するもの。（減額）

議案第120号
（債）平成 29 年度大曲排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その４）請負変更契約の締結について…
　変更内容は、本工事で整備するボックスカルバートに接続となる堺堀排水路の改築において、大雨時の排水に
対応するため、口径 200ミリメートルの仮設水中ポンプ２台を増設するもの。（増額）

議案第121号
（債）平成30年度野蒜排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その２）請負変更契約（第２回変更契約）の締結について…
　変更内容は、本工事で大塩地内の中間処理施設へ運搬、処理する計画としていた旧ＪＲ仙石線に敷かれていた
砕石について、大塚地内にある発生土仮置き場に運搬先を変更するもの。（減額）

議案第122号
平成 29 年度浜市小学校災害復旧用地造成工事請負変更契約（第３回変更契約）の締結について…
　変更内容は、各工種において施工数量の確定に伴う変更のほか、擁壁工、排水路工、階段スロープにおける掘
削処理工等を変更するもの。（増額）

議案第123号
財産の取得（ＩＣＴ教育用備品等一式）について…
　本市の児童生徒の学力向上を図るため、タブレットパソコン、電子黒板等の教育用ＩＣＴ機器を購入するもの。
（整備校：矢本東小、大曲小、赤井小、矢本一中、矢本二中）

12月（第４回）定例会可決議案
　市長提出議案、全 27件を全会一致で原案のとおり可決しました。議
案の件名と主な内容は下記のとおりです。（※ほかの記事で説明してい
る議案は省略しています）

第７回臨時会（10月25日）可決議案
議案番号 件名と主な内容

議案第97号
令和元年度東松島市一般会計補正予算（第８号）について…
　台風 19号により被害を受けた土木施設および農業用施設等の災害復旧に係る予算、ふるさと納税寄附金増に
伴う報償費に係る予算について慎重審議し全会一致で原案のとおり可決。

　市長出議案、全 1件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案の
件名と主な内容は下記のとおりです。

4令和２年２月１日発行



産
業
建
設
常
任
委
員
会  

行
政
視
察
報
告

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は

10
月
２
日
か
ら
４
日
に
わ
た

り
、
行
政
視
察
を
実
施
し
ま

し
た
。

◎
栃
木
県
小
山
市
「
お
や
ま

ブ
ラ
ン
ド
」
に
つ
い
て

　

統
一
的
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立

体
系
化
し
て
お
り
、
食
や
特

産
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
歴

史
や
景
観
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク

な
ブ
ラ
ン
ド
展
開
を
行
っ
て

い
ま
す
。
官
民
の
リ
ー
ダ
ー

を
軸
に
強
力
な
組
織
を
構
築

し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◎
茨
城
県
下
妻
市
　「
道
の

駅
し
も
つ
ま
に
つ
い
て
」

　

十
分
な
駐
車
場
面
積
や
売

り
場
面
積
の
確
保
、
来
場
者

の
た
め
に
機
能
や
利
便
性
を

考
慮
し
、
動
線
を
意
識
し
た

施
設
作
り
が
重
要
で
す
。
地

元
客
を
中
心
と
し
た
来
場
者

の
増
加
を
図
る
た
め
、
リ
ピ

ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
品

ぞ
ろ
え
、
継
続
的
な
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
民

間
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
人
材

　

議
会
運
営
委
員
会
は
11
月

13
日
か
ら
15
日
に
わ
た
り
、

議
会
改
革
に
先
進
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
次
の
３
市

に
赴
き
、
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

○
兵
庫
県
西
脇
市
議
会

　

西
脇
市
は
人
口
４
０
，
６

０
０
人
で
議
員
定
数
を
16
名

に
削
減
、
議
会
報
告
会
は
地

域
単
位
で
年
40
会
場
以
上
と

高
校
生
版
議
会
報
告
会
を
年

５
回
程
開
催
し
て
い
る
。
議

会
基
本
条
例
の
定
め
に
よ
り
、

政
策
的
な
情
報
や
意
見
を
交

換
す
る
た
め
課
題
懇
談
会
を

実
施
し
、
市
民
の
要
望
を
市

政
に
反
映
さ
せ
る
頼
も
し
い

議
会
で
あ
り
ま
す
。

○
京
都
府
福
知
山
市
議
会

　

議
会
基
本
条
例
で
定
め
る

情
報
公
開
の
推
進
で
は
、
議

員
の
活
動
に
市
民
の
評
価
が

的
確
に
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
議
員
別
議
案
賛
否
一

覧
表
の
公
表
や
委
員
会
審
査

等
ラ
イ
ブ
中
継
・
録
画
配
信

の
導
入
、
更
に
は
、
議
会
報

告
会
を
団
体
対
象
と
地
域
巡

の
登
用
と
統
括
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

◎
茨
城
県
水
戸
市
「
水
戸
の

梅
産
地
づ
く
り
事
業
」

　

ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
に
よ
り

約
５
年
に
短
縮
で
き
た
も
の

の
、
手
間
と
専
門
知
識
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、

令
和
の
果
樹
の
花
里
づ
く
り

事
業
に
お
い
て
、
土
壌
、
気

候
、
営
農
人
材
等
課
題
を
ク

リ
ア
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

梅
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
高

い
値
が
つ
く
果
樹
栽
培
も
考

慮
す
べ
き
で
す
。
生
産
面
や

観
光
面
か
ら
も
期
待
が
で
き

る
事
業
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

回
を
平
行
し
て
定
期
的
に
実

施
す
る
な
ど
精
力
的
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
愛
知
県
岩
倉
市
議
会

　

岩
倉
市
は
人
口
４
８
，
０

０
０
人
、
議
員
定
数
15
名
で

の
議
会
活
動
に
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
緻
密
で
周
到
な

準
備
と
研
鑚
で
定
め
ら
れ
た

議
会
基
本
条
例
は
毎
年
度
検

証
し
、
議
会
報
告
会
や
意
見

交
換
会
を
多
様
な
形
で
多
数

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
災
害

発
生
時
の
活
動
要
綱
の
定
め

や
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で

運
営
が
円
滑
で
民
主
的
に
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会  

行
政
視
察
報
告

観
光
振
興
を
研
究
す
る

議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

▲福知山市議会視察

▲下妻市（道の駅しもつま）視察

議会運営および活動状況 9月2日以降
　９月　２日　広報常任委員会

５日　民生教育常任委員会
６日　総務常任委員会、民生教育常任委員会
９日　産業建設常任委員会

　 １２日　産業建設常任委員会
　 １３日　総務常任委員会、民生教育常任委員会、財務常任委員会
　　　　　　　石巻専修大学創立３０周年記念式典及び祝賀会
　 １９日　財務常任委員会
　　　　　　　第３回「東松島市いきいき百歳体操」交流会（矢本地区）
　 ２０日　秋の交通安全運動に伴う出動式、街頭指導
　　　　　　　ソフトバンク地方創生インターンシッププレゼンテーション
　 ２１日　第１８回港湾感謝祭
　 ２５日　民生教育常任委員会、財務常任委員会、議会運営委員会
　　　　　　　第３回「東松島市いきいき百歳体操」交流会（鳴瀬地区）
　　　　　　　東松島市まちづくり応援団通常総会
　 ２７日　広報常任委員会　
　　　　　　　東松島市議会基本条例検証に関する調査特別委員会
　 ２９日　宮城オルレ奥松島コースオープン１周年記念セレモニー
１０月　５日　らくらく号土曜日運行出発式

　７日　広報常任委員会
　９日　第２４回宮城県シニアスポーツ大会
１０日　一般県道石巻工業港矢本線定川大橋開通式

　　　　　　　東松島市ＰＴＡ連合会セミナー
１１日　広報常任委員会

　　　　　　　東松島市社会福祉法人連絡会設立祝賀会

１０月１４日　第８回東松島市長杯地域交流パークゴルフ大会
　　　　　　　第４８回若鷹旗争奪少年野球大会
　　　　　　　第１４回東松島市長杯争奪男子ソフトボール大会

１７日　令和元年度東松島市ＳＤＧｓシンポジウム
２５日　議会運営委員会
２１日　東松島市議会基本条例検証に関する調査特別委員会
２６日　２０１９東北復興大祭典なかの開会式典

　　　　　　　第１４回ひがしまつしま市民文化祭開会セレモニー
２７日　豊前市カラス天狗祭り
３１日　東松島市地域支え合いフォーラム２０１９

１１月　２日　ＯＴＡふれあいフェスタ友好セレモニー
　５日　令和元年度江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同盟会要望会
　８日　三陸縦貫自動車道・アクセス道路の整備促進と道路予算の

　　　　　　　確保に関する中央要望会
１１日　平成３０年度・令和元年度国立教育政策研究所委嘱　宮城県

　　　　　　　教育委員会指定「魅力ある学校づくり調査研究事業」東松島
　　　　　　　市公開研究会

１７日　令和元年度防災気象講演会
２２日　民生教育常任委員会、財務常任委員会、議会運営委員会
２３日　市政功労者表彰式

　　　　　　　令和元年度脱スマホ講演会
２４日　第５２回東松島クロスカントリー大会
２９日　議会運営委員会

１２月　１日　第４回ひがしまつしま食べメッセ×第８回東松島市観光と
　　　　　　　物産のＰＲ会
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問答
I
C
T
を
活
用
し
、
利
便
性
の
向
上
を

国
・
県
と
連
携
し
、
向
上
を
目
指
す

市
報
で
の
周
知
や
更
新
時
の

カ
ー
ド
申
請
の
啓
発
を
促
す

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
の
P
R
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

消
費
活
性
化
策
（
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
）
の
詳
細
が
令
和

２
年
度
に
確
定
す
る
。
本
市

内
の
企
業
も
事
業
に
参
入
頂

き
な
が
ら
、
活
用
し
や
す
い

環
境
と
利
便
性
の
向
上
が
望

め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

引
き
続
き
国
・
県
と
連
携

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
と
利
便
性
の
向
上
に

取
り
組
む
。

問
　
窓
口
で
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
の
I
C
T
の

利
活
用
に
対
す
る
考
え
は
。

答
　
窓
口
に
お
け
る
I
C
T

の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
で
各
種
証
明
書

を
受
け
取
れ
る
自
動
交
付
機

等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
市

の
規
模
か
ら
、
導
入
の
予
定

は
無
い
。

齋藤　　徹 議員

市
長
へ
質
問

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
市

独
自
の
施
策
の
考
え
は
。

答
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
へ
向
け
た
様
々
な
施

策
の
結
果
、
本
市
で
は
、
４

月
１
日
時
点
の
５
，
３
０
０

件
か
ら
11
月
１
日
時
点
で
、

５
，
５
６
９
件
と
な
り
、
県

内
14
市
中
４
番
目
に
高
い
交

付
率
で
あ
り
、
順
調
に
推
移

し
て
い
る
。

　

市
独
自
の
施
策
と
し
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

交
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書

等
を
コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
を

開
始
す
る
。

　

令
和
３
年
３
月
か
ら
健
康

保
険
証
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
、
国
で
方
策
を
進
め
て

い
る
事
か
ら
、
本
市
と
し
て

▲ ICT を活用し、更なる市民サービス向上を

6令和２年２月１日発行

14議員が 市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関する質問を行ったり、政策提言を行うことなどを言います。
議論の様子は録画中継でもご覧になれます。

議会中継はこちらから 検索東松島市議会映像

①ＩＣＴを活用した利便性のさらなる向上を目指せ
� 齋藤　徹　P 6
①災害に対する備えについて
②市民の医療の確保について
③道の駅構想の実現について

石森　晃寿　P 7
①復興庁の設置期限延長を問う
②台風第１９号の対応を問う
③東京２０２０オリンピック聖火到着式を問う

　五ノ井　惣一郎　P 7
①台風第１９号の被災を教訓に防災・減災対策を急げ
②大川小最高裁判決による教育現場の防災対策を整備せよ
③小学校、中学校における愛着障害の実態を把握し対処せよ
� 土井　光正 　P 8
①災害対応について問う
②命の橋について再度問う
� 小野　幸男　P 8
①防災教育について（大川小の教訓を活かして）
②自衛官募集事務について
� 櫻井　政文　P 9

①矢本海浜緑地パークゴルフ場の指定管理と防災態勢の
　あり方について
②ソフトバンク地方創生インターンシップの継続を提案する
③防衛関連予算の効果的運用について

上田　勉　P 9
①聖火到着日をメモリアルな日に
②友好都市から経済互換都市へ
� 小野　惠章　P10
①原子力災害広域避難計画について
②市営墓地の整備について
� 長谷川　博　P10
①将来を見据えた政策の検討を

滝　健一　P11
①避難所の不備を見直せ
②今後の給食の在り方について

阿部　としゑ　P11
①コミュニティ・スクール事業について
②道路側溝の管理について

熱海　重徳　P12
①選挙行政について
②粗大ごみのリユース化について

手代木　せつ子　P12
①公共施設等総合管理計画の現在進行形は

佐藤　富夫　P13



問

問

答

答

災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

復
興
庁
の
設
置
期
限
延
長
を
問
う

ハ
ー
ド
対
策
は
、
国
県
に
要
望
す
る

国
の
取
り
組
み
を
最
大
限
活
用
し
取
組
む

国
に
対
し
、
氾
濫
の
危
険
性

を
解
消
す
る
た
め
の
堤
防
の

か
さ
上
お
よ
び
強
化
な
ら
び

び
に
河
道
掘
削
等
の
維
持
管

理
、
有
事
の
際
の
対
応
を
お

願
い
し
て
い
る
。

問
　
急
傾
斜
地
等
、
土
石
流

が
想
定
さ
れ
る
危
険
箇
所
の

把
握
と
対
策
に
つ
い
て
。

答
　
宮
城
県
で
公
表
さ
れ
て

い
る
急
傾
斜
地
等
崩
壊
危
険

箇
所
は
、
市
内
に
２
２
３
箇

所
あ
る
。

完
結
を
目
指
し
鳴
瀬
桜
華
小

学
校
整
備
事
業
・
雨
水
下
水

道
事
業
お
よ
び
野
蒜
地
区
排

水
対
策
・
避
難
道
路
事
業
２

路
線
等
を
実
施
し
て
い
る
。

復
旧
・
復
興
事
業
は
９
割
程

度
の
進
捗
率
で
あ
る
。

問
　
台
風
19
号
の
対
応
を
問

う
。

答
　
10
月
12
日
に
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
た
。

　

２
時
間
置
き
に
災
害
対
策

本
部
会
議
を
開
催
し
、
宮
城

　

ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
面
で
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
ハ
ー
ド

対
策
は
、
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
国
県
事
業
で

実
施
。
公
共
性
の
高
い
大
塩

小
学
校
北
側
斜
面
は
、
県
事

業
に
お
い
て
12
月
下
旬
か
ら

調
査
業
務
に
着
手
予
定
。
ソ

フ
ト
対
策
は
、
情
報
伝
達
、

警
戒
避
難
の
整
備
お
よ
び
案

内
板
の
設
置
に
よ
る
危
険
の

周
知
等
充
実
を
図
る
。

問
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
身
体
の
不
自
由
な
人
等
で

移
動
手
段
が
な
い
人
の
指
定

避
難
所
ま
で
の
避
難
方
法
に

つ
い
て
。

答
　
市
内
全
77
自
主
防
災
組

織
に
災
害
発
生
時
の
安
否
確

認
計
画
、
避
難
行
動
計
画
避

難
所
運
営
計
画
の
ほ
か
、
避

難
行
動
計
画
を
策
定
し
、
共

助
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
避

難
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
本
市
の
総
合
防

災
訓
練
の
際
、
避
難
誘
導
訓

練
を
毎
年
実
施
し
、
有
事
に

備
え
て
い
る
。

県
、
陸
上
自
衛
隊
等
の
関
係

期
間
の
情
報
、
気
象
デ
ー
タ
、

国
土
交
通
省
の
河
川
デ
ー
タ

を
収
集
し
対
応
に
あ
た
っ
た
。

　

大
雨
特
別
警
報
の
発
表
を

13
日
午
前
０
時
30
分
、
防
災

行
政
無
線
拡
声
機
、
戸
別
受

信
機
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
お

よ
び
市
登
録
制
メ
ー
ル
に
よ

り
行
っ
た
。
今
後
も
全
市
民

に
対
し
、
命
を
守
る
最
善
の

行
動
を
と
る
よ
う
、
周
知
し

て
い
く
。

石森　晃寿 議員

五ノ井惣一郎 議員

市
長
へ
質
問

問
　
鳴
瀬
川
、
吉
田
川
等
の

氾
濫
が
想
定
さ
れ
る
危
険
箇

所
の
把
握
と
対
策
に
つ
い
て
。

答　
氾
濫
が
想
定
さ
れ
る
重

要
箇
所
を
把
握
し
て
い
る
。

市
長
へ
質
問

問
　
本
市
は
、
支
援
継
続
の

５
年
延
長
に
よ
り
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
す
る
の
か
。

答　
令
和
の
果
樹
の
花
里
づ

く
り
・
Ｊ
Ｒ
矢
本
駅
前
南
北

避
難
通
路
整
備
・
企
業
立
地

補
助
を
活
用
し
た
企
業
誘
致

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

問
　
復
興
庁
の
設
置
期
限
延

長
に
よ
る
東
松
島
市
第
２
次

総
合
計
画
後
期
の
見
直
し
は
。

答
　
「
復
興
・
創
生
の
基
本

方
針
」
も
踏
ま
え
、
令
和
２

年
度
中
に
復
興
計
画
の
見
直

し
を
策
定
す
る
。

問
　
「
復
旧
・
復
興
」
計
画

の
現
時
点
で
の
事
業
の
進
捗

率
は
。

答
　
住
宅
再
建
・
農
地
復
旧

・
漁
港
整
備
事
業
は
、
ほ
ぼ

完
了
。

　

令
和
２
年
度
ま
で
の
復
興

▲大塩小学校北側斜面は、12 月下旬から調査業務着手

▲定川の両岸のかさ上げ整備事業が完成する。国道 45 号線付近
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問

問

答

答

台
風
災
害
の
防
災
・
減
災
対
策
を
急
げ

災
害
対
応
に
つ
い
て
問
う

内
水
排
除
等
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く

国
・
県
・
地
域
と
迅
速
に
連
携
を
図
る

機
能
確
保
を
は
か
る
。

問
　
今
回
の
台
風
で
避
難
所

開
設
の
体
制
に
問
題
は
な

か
っ
た
の
か
。

答
　
災
害
弱
者
の
方
々
が
安

全
か
つ
短
時
間
で
避
難
で
き

る
よ
う
全
避
難
所
を
同
時
に

開
設
す
る
見
直
し
を
行
う
。

問
　
大
塩
小
学
校
で
は
土
石

流
に
よ
り
校
舎
等
が
危
険
な

状
態
と
な
っ
た
。
被
災
対
策

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
　
教
育
長　
対
策
工
事
を

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
な
が

ら
今
後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
即
し
て
適
切
な
対
応
が
な

さ
れ
る
よ
う
地
域
土
木
担
当

・
自
主
防
災
・
消
防
団
と
十

分
に
協
議
す
る
。

問　
牛
網
地
区
の
消
防
団
の

ポ
ン
プ
置
場
の
移
転
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　
公
園
を
含
め
た
近
隣
市

有
地
や
公
共
施
設
敷
地
の
利

活
用
を
含
め
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
を
消
防
団
・
地
域

県
に
働
き
か
け
る
。
ま
た
、

学
校
独
自
で
策
定
し
た
土
砂

災
害
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
く
避
難
訓
練
に
務
め
る
。

問
　
近
年
の
異
常
な
集
中
豪

雨
等
の
避
難
対
策
の
た
め

「
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を

早
期
に
作
成
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　
現
計
画
の
雨
水
排
水
能

力
が
全
て
発
揮
さ
れ
る
令
和

２
年
度
以
降
に
作
成
す
る
。

問
　
大
川
小
学
校
最
高
裁
判

決
に
よ
る
教
育
現
場
の
防
災

対
策
を
整
備
せ
よ
。

答
　
今
回
の
判
決
を
重
く
受

け
止
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

高
い
レ
ベ
ル
の
防
災
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
児
童
生
徒
か

ら
全
市
民
の
安
全
安
心
に
努

め
る
取
り
組
み
を
行
う
。

教
育
長
へ
質
問

問
　
小
学
校
、
中
学
校
に
お

け
る
愛
着
障
害
の
実
態
を
把

握
し
対
処
せ
よ
。

答
　
乳
幼
児
期
に
お
け
る
養

育
環
境
が
起
因
と
さ
れ
震
災

時
の
環
境
に
も
影
響
が
あ
り

現
在
に
お
い
て
も
注
視
し
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
対

応
を
進
め
る
よ
う
務
め
る
。

の
意
見
を
聞
き
検
討
す
る
。

問
　
想
定
外
の
災
害
対
応
に

つ
い
て
来
年
度
以
降
に
向
け

た
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
　
市
民
の
防
災
意
識
の
向

上
が
重
要
と
考
え
、
地
道
に

取
り
組
み
国
・
県
と
連
携
し

迅
速
な
対
応
を
図
る
。

問
　
命
の
橋
に
つ
い
て
再
度

問
う
。

答
　
塩
釜
市
と
寒
風
沢
島
の

住
民
の
熱
意
を
、
佐
藤
光
樹

塩
釜
市
長
と
協
議
す
る
。

土井　光正 議員

小野　幸男 議員

市
長
へ
質
問

問
　
雨
水
排
水
機
場
ま
で
の

導
水
路
や
側
溝
の
機
能
は
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
市
街
地
に
お
け
る
雨
水

排
水
状
況
の
調
査
を
実
施
し
、

市
長
へ
質
問

問　
鳴
瀬
未
来
中
学
校
の
避

難
所
と
し
て
の
対
応
を
伺
う
。

答　
今
後
と
も
早
め
の
避
難

勧
告
の
発
令
と
、
早
め
の
避

難
行
動
を
強
く
促
す
。

問　
上
下
堤
地
区
の
45
号
線

と
周
辺
農
地
の
冠
水
対
策
は
。

答　
45
号
の
冠
水
整
備
に
係

る
要
望
書
を
、
国
交
省
に
提

示
し
て
い
る
。
ま
た
若
針
排

水
機
場
の
改
修
要
望
に
努
る
。

問　
鳴
瀬
牛
網
堤
の
大
雨
時

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
鳴
瀬
土
地
改
良
区
と
連

携
し
水
位
を
事
前
に
下
げ
る

対
策
を
講
じ
、
県
の
選
定
す

る
防
災
重
点
た
め
池
に
な
っ

て
お
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
今
年
度
に
完
成
し
た
の
で

住
環
地
区
お
よ
び
平
岡
地
区

の
自
治
会
長
に
説
明
を
行
い
、

地
域
へ
も
周
知
し
市
の
ホ
ー

▲冠水による道路決壊の被災状況（矢本字上舘下）

▲災害に備え牛網堤の安全対策を万全に

14 議員が市政をただす

8令和２年２月１日発行



問

問

答

答

防
災
教
育
・
大
川
小
の
教
訓
を
活
か
せ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理
と
は

防
災
教
育
に
万
全
を
期
す

不
具
合
事
項
は
順
次
改
善
す
る

た
。
か
け
が
え
の
な
い
子
供

た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
、

さ
ら
な
る
学
校
防
災
の
改
善

防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
強

化
の
取
り
組
み
を
図
っ
て
ほ

し
い
と
思
料
す
る
。
そ
こ
で

以
下
の
所
見
を
伺
う
。

　
大
川
小
津
波
訴
訟
の
結
果

を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

答
　
判
決
を
重
く
受
け
止
め

今
後
も
児
童
生
徒
の
安
全
安

心
の
た
め
、
教
育
長
と
綿
密

に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
防
災

ム
の
充
実
を
図
る
。

　

備
品
・
備
蓄
品
管
理
、
保

守
の
充
実
を
図
る
。

問　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
地
方
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
継
続
を

提
案
す
る
。

　

今
年
度
参
加
学
生
の
プ
レ

ゼ
ン
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
や
、
S
D
G
s
の
完
成
に

も
大
い
に
役
立
つ
と
思
う
が

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　
参
加
学
生
の
提
案
を
よ

り
具
現
化
し
て
い
く
よ
う
、

教
育
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

問
　
学
校
と
地
域
と
の
連
携

を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
。

答
　
各
地
域
の
自
主
防
災
組

織
代
表
者
と
各
学
校
の
防
災

主
任
と
の
防
災
活
動
に
関
す

る
打
合
せ
の
実
施
や
防
災
訓

練
に
児
童
生
徒
の
参
加
等
に

よ
り
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
長
へ
質
問

問
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に

防
災
と
い
っ
た
授
業
を
ど
う

組
み
込
ん
で
い
く
の
か
。

答
　
防
災
教
育
年
間
計
画
に

基
づ
い
て
防
災
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
子
供
の

発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
、
東

日
本
大
震
災
で
得
た
教
訓
か

ら
学
ん
だ
こ
と
を
指
導
し
、

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

自
衛
官
募
集
事
務
に
つ
い
て

市
長
へ
質
問

問
　
自
衛
官
募
集
事
務
の
実

情
・
内
容
と
自
衛
官
募
集
の

周
知
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
市
報
へ
の
募
集
記
事
掲

載
や
入
隊
予
定
者
激
励
会
な

ど
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
、

基
地
、
家
族
会
、
隊
友
会
な

ど
と
協
力
を
図
っ
て
い
る
。

来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

問　
防
衛
関
連
予
算
の
効
果

的
運
用
に
つ
い
て
。

答
　
総
務
省
・
防
衛
省
等
関

係
省
庁
・
機
関
に
対
し
、
防

衛
関
連
交
付
金
の
効
果
的
運

用
を
図
る
た
め
、
今
年
度
は
、

消
防
庁
舎
、
来
年
度
は
コ
ミ

セ
ン
の
大
改
修
、
武
道
館
等

各
学
校
施
設
な
ど
中
期
的
視

野
に
立
ち
継
続
的
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

櫻井　政文 議員

上田　　勉 議員

市
長
へ
質
問

問
　
大
川
小
津
波
訴
訟
で
最

高
裁
が
石
巻
市
と
宮
城
県
の

上
告
を
棄
却
し
、
原
告
遺
族

の
勝
訴
が
確
定
し
、
学
校
防

災
体
制
の
不
備
が
認
め
ら
れ

市
長
へ
質
問

問
　
今
年
開
場
し
た
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
不
具
合
事
項
等

の
解
決
策
を
問
う
。

①
コ
ー
ス
等
の
不
具
合

②
助
成
金
の
あ
り
方

③
危
機
管
理
体
制

答
　
①
順
次
実
施
す
る
。

　

開
場
時
間
は
、
今
後
10
分

程
度
早
く
す
る
。

　

会
員
制
度
は
、
今
後
検
討

す
る
。

　

ま
た
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

企
画
の
大
会
は
割
引
を
検

討
・
協
議
す
る
。

　

場
内
無
線
設
備
に
つ
い
て

は
、
県
と
協
議
し
改
善
を
要

望
す
る
。

②
大
規
模
大
会
、
宿
泊
を
伴

う
大
会
に
は
、
助
成
を
検
討

す
る
。

③
防
災
無
線
お
よ
び
非
常
時

の
情
報
収
集
・
伝
達
シ
ス
テ

▲子供の命を守る防災教育を！

▲８時 55 分、開場を待つプレイヤー

東松島市議会だより　No.55
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問

問

答

答

聖
火
到
着
日
を
メ
モ
リ
ア
ル
な
日
に

原
発
災
害
広
域
避
難
計
画
を
問
う

記
念
日
、
制
定
す
べ
き
と
考
え
る

県
や
国
、事
業
者
が
検
討
準
備
す
る

き
歴
史
的
な
日
と
し
て
、
本

市
の
記
念
日
と
し
制
定
す
べ

き
で
あ
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
東
京
２
０
２
０
聖
火
到
着

地
記
念
日
」
の
制
定
は
。

答　
大
変
意
義
深
い
提
案
と

感
じ
て
お
り
、
聖
火
到
着
の

記
念
日
は
制
定
す
べ
き
と
考

え
る
。
大
会
ブ
ラ
ン
ド
保
護

基
準
等
の
制
約
や
取
り
決
め

が
あ
り
、
名
称
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
調
整
を
行
い
、

検
討
す
る
。

せ
ず
に
避
難
所
に
向
か
う
市

民
へ
の
対
応
は
。

答　
県
に
検
査
の
円
滑
化
を

要
望
、
避
難
受
け
入
れ
部
分

で
検
査
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

問
　
避
難
計
画
の
実
効
性
は

全
く
不
十
分
、
市
長
は
市
民

の
安
全
安
心
を
大
前
提
に
女

川
原
発
再
稼
働
と
向
き
合
う

べ
き
だ
。

答
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
観
点
も
あ
り
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
自

治
体
と
し
て
注
視
し
て
い
く
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域

活
性
化
、
拡
大
を
図
る
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
誘
致
や
創
設

に
つ
い
て
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣

言
を
行
い
、
活
動
の
充
実
を

図
り
た
い
。
各
種
運
動
施
設

を
活
用
し
た
東
北
大
会
等
の

積
極
的
誘
致
を
行
い
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

答
　
教
育
長　
各
学
校
に
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
貴
重
な
教

材
と
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ

ー
ツ
の
教
育
的
意
義
や
効
果

を
学
ぶ
絶
好
の
機
会
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。

友
好
都
市
か
ら
経
済
互
換
都
市
へ

市
長
へ
質
問

問
　
震
災
後
、
友
好
都
市
と

は
様
々
な
交
流
が
図
ら
れ
、

本
市
へ
支
援
を
い
た
だ
い
て

き
た
。
互
い
の
経
済
に
寄
与

す
る
事
業
交
流
に
つ
い
て
。

答　
提
案
の
豊
前
市
特
産
品

の
鱧
等
の
市
場
拡
大
へ
の
協

力
に
つ
い
て
、
前
向
き
に
検

討
す
る
。
各
友
好
都
市
と
相

互
の
経
済
互
換
的
な
取
り
組

み
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い

く
。

市
営
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

問　
今
日
、
少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
に
よ
り
お
墓
に
対

す
る
考
え
方
に
大
き
な
変
化

が
生
じ
て
い
る
。
平
成
27
年

度
の
公
営
墓
地
基
礎
調
査
で

も
墓
地
取
得
希
望
者
の
半
数

が
公
営
墓
地
を
希
望
し
て
い

る
。
整
備
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
。

答　
来
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
す
る
。
秋
田
市
の
事
例

な
ど
も
調
査
研
究
し
た
い
。

小野　惠章 議員

長谷川　博 議員

市
長
へ
質
問

問
　
令
和
２
年
３
月
20
日
、

松
島
基
地
に
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
が
降
り
立
つ
。

こ
の
事
実
を
後
世
に
残
す
べ

市
長
へ
質
問

問　
鷹
来
の
森
検
査
ポ
イ
ン

ト
通
過
に
34
日
間
か
か
る
予

測
あ
り
。
交
通
渋
滞
、
混
乱

の
予
測
、
検
査
台
数
、
検
査

時
間
の
検
討
は
。

答　
交
通
渋
滞
予
測
は
宮
城

県
が
今
年
度
に
調
査
す
る
予

定
で
あ
り
、
結
果
を
待
つ
。

問
　
バ
ス
に
よ
る
避
難
で
は

最
大
で
1
万
人
、
2
5
0
台

必
要
だ
と
し
て
い
る
が
。
研

究
者
に
よ
れ
ば
、
緊
急
時
に

都
合
良
く
バ
ス
が
待
機
し
て

い
る
こ
と
は
な
く
、
利
用
可

能
な
台
数
は
30
％
、
乗
車
可

能
人
数
は
対
象
の
1
％
と
し

て
い
る
。

答　
県
が
バ
ス
協
会
と
協
定

締
結
し
確
保
す
る
と
し
て
い

る
が
、
詳
細
の
報
告
は
な
い
。

問　
避
難
時
、
待
機
時
間
が

長
け
れ
ば
ポ
イ
ン
ト
を
経
由

▲ギリシャから東松島へ、そして全国へ（市役所矢本庁舎１階
に掲示中のカウントダウンボード ( １月 15 日撮影 )）

▲（上段）避難所受付ステーションで避難先を指示
　 （下段）汚染部分を拭き取る

14 議員が市政をただす
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問

問

答

答

将
来
を
見
据
え
た
政
策
の
検
討
を

避
難
所
の
不
備
を
見
直
せ

市
の
組
織
を
生
か
し
た
施
策
を
進
め
る

不
備
の
改
善
に
取
り
組
む

市
と
の
連
携
な
ど
、
本
市
の

安
全
、
安
心
や
経
済
活
力
向

上
等
に
つ
な
げ
る
。

問　
市
業
務
の
一
部
に
地
方

独
立
行
政
法
人
の
よ
う
な
組

織
の
活
用
す
る
考
え
は
。

答　
法
人
組
織
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　
生
ご
み
と
な
る
食
品
ロ

ス
の
取
り
組
み
方
は
。

答　
食
育
事
業
と
連
携
し
、

正
し
い
食
生
活
の
重
要
性
の

周
知
、
地
区
単
位
で
の
ご
み

答　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

市
が
開
設
す
る
指
定
避
難
所

で
他
の
方
と
集
団
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る

方
が
い
る
場
合
、
二
次
的
に

受
け
入
れ
る
避
難
所
を
福
祉

避
難
と
し
て
開
設
す
る
。
混

乱
を
回
避
す
る
た
め
、
指
定

避
難
所
で
の
生
活
が
難
し
い

方
に
限
定
し
て
い
る
。
広
報

紙
な
ど
で
周
知
す
る
。

今
後
の
給
食
の
在
り
方

教
育
長
へ
質
問

減
量
化
説
明
会
を
開
催
し
、

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
り
組

み
事
例
な
ど
を
周
知
す
る
。

問　
市
民
感
覚
を
生
か
し
た

防
災
減
災
の
取
り
組
み
方
。

答　
自
助
か
ら
共
助
ま
で
の

市
民
防
災
力
の
さ
ら
な
る
推

進
の
た
め
、
総
合
防
災
訓
練

や
自
助
意
識
の
向
上
、
共
助

防
災
体
制
の
拡
充
、
防
災
教

育
の
推
進
な
ど
で
防
災
力
の

強
化
を
目
指
す
。

問　
副
市
長
２
人
制
は
大
き

な
効
用
を
も
た
ら
し
た
。
震

災
復
興
が
前
進
し
、
将
来
に

渡
っ
て
は
元
に
戻
す
べ
き
。

答　
副
市
長
の
人
脈
を
生
か

し
た
要
望
活
動
に
よ
り
増
額

し
た
特
別
交
付
税
等
や
各
事

業
へ
の
国
県
補
助
金
の
適
用

な
ど
、
各
事
業
で
副
市
長
２

人
制
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
て

お
り
当
面
副
市
長
２
人
制
を

堅
持
し
て
い
く
。

問　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
パ

ラ
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
は
。

答　
聖
火
到
着
式
と
聖
火
リ

レ
ー
を
契
機
に
、
宮
城
県
オ

リ
パ
ラ
大
会
推
進
局
と
相
談

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問　
栄
養
不
足
は
解
消
さ
れ
た
か
。

答　
学
校
給
食
の
実
施
に
あ

た
り
、
条
件
を
満
た
す
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

問　
給
食
費
の
値
上
げ
は
。

答　
栄
養
素
を
満
た
す
多
様

な
食
材
や
地
場
産
品
を
使
用

し
献
立
作
成
す
る
と
値
上
げ

が
必
要
。
令
和
２
年
度
か
ら

１
食
あ
た
り
小
10
円
値
上
げ

し
２
７
５
円
、
㊥
９
円
値
上

げ
し
３
３
５
円
に
改
定
し
た

い
。

滝　　健一 議員

阿部としゑ 議員

市
長
へ
質
問

問　
今
後
の
地
方
自
治
体
の

広
域
連
携
の
在
り
方
は
。

答　
他
自
治
体
と
災
害
時
の

相
互
応
援
協
定
、
観
光
面
で

の
仙
台
、
松
島
等
や
友
好
都

市
長
へ
質
問

問
　
避
難
所
の
出
入
口
に
車

椅
子
用
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

す
べ
き
。

答　
平
成
20
年
度
以
降
に
整

備
し
た
体
育
館
に
は
車
椅
子

用
の
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て

い
る
。
そ
れ
以
前
の
各
小
学

校
に
は
未
設
置
。
今
後
、
施

設
改
修
時
に
順
次
整
備
を
す

る
。
当
面
、
簡
易
的
な
ス
ロ

ー
プ
を
設
置
し
対
応
す
る
。

問
　
ト
イ
レ
の
表
示
等
。

答　
ト
イ
レ
表
示
を
文
字
表

示
の
他
に
、
扉
表
面
に
ス
カ

ー
ト
や
ズ
ボ
ン
の
形
の
白
黒

印
刷
し
た
も
の
を
張
り
付
け

て
い
た
が
、
利
用
者
に
わ
か

り
や
す
い
カ
ラ
ー
印
刷
に
変

更
す
る
。
和
式
ト
イ
レ
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
洋
式
ト

イ
レ
へ
改
修
す
る
。

問　
福
祉
避
難
所
の
周
知
。

▲市の組織改変

▲避難所での生活
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問

問

答

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

選
挙
行
政
に
つ
い
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
検
討

今
後
も
啓
発
事
業
を
継
続

承
認
す
る
こ
と
や
意
見
を
述

べ
る
等
の
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
地
域
住
民
や
保
護

者
等
、
多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
や
学

校
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　
協
議
会
で
は
具
体
的
な

活
動
意
見
が
出
て
い
な
い
。

も
う
少
し
、
教
育
委
員
会
主

導
で
事
業
推
進
す
べ
き
で
は
。

答　
地
域
学
校
協
働
活
動
で

の
住
民
や
保
護
者
と
の
連
携

答　
市
報
、
防
災
行
政
無
線

広
報
車
で
の
投
票
呼
び
か
け
、

市
内
小
中
学
校
へ
の
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
の

募
集
、
市
内
高
校
で
は
選
挙

出
前
講
座
も
開
催
し
て
い
る
。

成
果
と
し
て
、
本
市
の
投
票

率
は
県
内
平
均
で
あ
る
。
今

後
も
啓
発
事
業
を
継
続
し
実

施
し
て
い
く
。

問　
交
通
手
段
の
乏
し
い
高

齢
者
の
投
票
機
会
を
確
保
す

る
た
め
移
動
期
日
前
投
票
所

に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
今
後
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を
検

討
し
、
一
体
的
な
活
動
を
目

指
し
て
い
く
。

問　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
の
関
連

性
に
つ
い
て
。

答　
働
き
世
代
で
あ
る
保
護

者
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
参
加

が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、

地
域
住
民
の
学
校
行
事
へ
の

参
加
に
よ
り
保
護
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

「
地
域
と
と
も
に
育
つ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と

し
て
推
進
し
て
い
く
。

道
路
側
溝
の
管
理
に
つ
い
て

市
長
へ
質
問

問　
側
溝
の
清
掃
に
お
い
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
の
開
閉
に

か
な
り
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。

一
定
間
隔
で
グ
レ
ー
チ
ン
グ

蓋
に
変
更
し
て
は
ど
う
か
。

答　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
に
つ

い
て
は
排
水
機
能
お
よ
び
維

持
管
理
上
も
効
果
的
と
判
断

し
て
お
り
、
今
後
は
計
画
的

に
交
換
し
て
い
く
。

の
導
入
等
を
検
討
し
て
は
。

答　
県
内
外
の
事
例
を
参
考

に
し
本
市
の
今
後
の
導
入
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。
な

お
、
期
日
前
投
票
所
へ
は
平

日
で
あ
れ
ば
市
の
ら
く
ら
く

号
の
利
用
等
、
高
齢
者
の
皆

様
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

粗
大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス
化
に
つ
い
て

市
長
へ
質
問

問　
今
後
の
実
施
計
画
は
。

答　
家
具
類
中
心
に
令
和
２

年
実
施
に
む
け
進
め
て
い
る
。

熱海　重徳 議員

手代木せつ子 議員

教
育
長
へ
質
問

問　
学
校
運
営
に
お
け
る
事

業
の
役
割
に
つ
い
て
。

答　
学
校
運
営
協
議
会
で
は

校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営

方
針
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
へ
質
問

問　
期
日
前
投
票
の
際
に
提

出
す
る
「
宣
誓
書
」
に
つ
い

て
投
票
所
入
場
券
と
一
体
と

な
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
当
市
の
改
善
策
は
。

答　
記
入
ス
ペ
ー
ス
、
印
刷

費
お
よ
び
郵
送
費
の
コ
ス
ト

増
が
見
込
ま
れ
現
状
の
方
式

が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

問
　
期
日
前
投
票
に
間
に
合

わ
な
い
「
選
挙
公
報
」
の
配

布
に
つ
い
て
、
本
委
員
会
と

し
て
Ｈ
Ｐ
掲
載
な
ど
対
処
策

は
考
え
て
い
な
い
か
。

答　
公
職
選
挙
法
第
１
７
０

条
に
「
選
挙
の
期
日
前
２
日

前
ま
で
各
世
帯
に
配
布
す
る

も
の
と
す
る
」
規
定
は
遵
守

さ
れ
て
お
り
現
状
で
問
題
は

な
い
。

問　
投
票
率
向
上
の
施
策
と

成
果
、
今
後
の
対
策
は
。

▲コミュニティ・スクールの役割

▲選挙人が投票しやすい環境を !!!

14 議員が市政をただす
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更
別
村
議
会（
北
海
道
）

来
市

　

10
月
7
日
か
ら
9
日
、
友

好
姉
妹
都
市
で
あ
る
更
別
村

よ
り
、
髙
木
修
一
議
長
は
じ

め
議
員
２
名
お
よ
び
西
海
健

副
村
長
等
が
来
市
し
、
意
見

交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
鷹
来
の
森
運

動
公
園
の
防
災
備
蓄
倉
庫
や

震
災
復
興
伝
承
館
等
を
視
察

し
、
市
長
お
よ
び
議
会
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

豊ぶ

前ぜ
ん

市
議
会（
福
岡
県
）

訪
問

　

10
月
26
日
、
友
好
都
市
で

あ
る
豊
前
市
を
議
長
が
表
敬

訪
問
し
、
豊
前
市
議
会
議
長

は
じ
め
、
市
長
等
と
意
見
交

換
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

翌
27
日
、
豊
前
市
内
で
開

催
さ
れ
た
カ
ラ
ス
天
狗
祭
り

に
出
席
し
、
議
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
本
市
か
ら
出
店

の
友
好
都
市
特
設
ブ
ー
ス
の

販
売
支
援
を
し
ま
し
た
。

　

豊
前
市
内
の
「
う
み
て
ら

す
豊
前
」
で
は
鱧は

も

切
り
実
演

を
、
「
豊
前
市
獣
肉
処
理
加

工
施
設
」
で
は
、
鹿
・
猪
の

処
理
を
視
察
し
、
豊
前
市
が

鹿
や
猪
の
ジ
ビ
エ
、
鱧は
も

の
市

場
拡
大
を
模
索
し
て
い
る
現

状
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

大
田
区
議
会（
東
京
都
）

訪
問

　

11
月
２
日
、
友
好
都
市
で

あ
る
大
田
区
を
議
長
が
訪
問

し
、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
平
和
島

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｏ
Ｔ
Ａ
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
友
好

都
市
セ
レ
モ
ニ
ー
に
て
議
長

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
大

田
区
議
会
議
員
と
は
、
意
見

交
換
を
実
施
し
、
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
友
好
都
市
特
設

ブ
ー
ス
の
本
市
特
産
品
、
旬

の
蒸
し
牡が

蠣き

販
売
を
支
援
し

ま
し
た
。

問答
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
進
捗
は

令
和
３
年
ス
タ
ー
ト
に
準
備
中

請
し
た
。
方
針
は
①
安
全
で

強
靱
な
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。
②
総
合
的
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
削
減
を
す
る
。
③

全
体
の
維
持
管
理
経
費
の
算

出
を
し
明
ら
か
に
す
る
。

⑴
①
～
③
の
本
市
の
方
針
は
。

⑵
実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

⑶
令
和
２
年
度
以
降
の
こ
の

件
に
関
す
る
予
算
の
考
え
方

に
つ
い
て
。

⑷
国
の
補
助
の
み
な
ら
ず
、

一
般
財
源
も
必
要
で
あ
る
が

私
が
提
言
し
て
き
た
、
市
独

自
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
の

再
考
察
は
ど
う
か
。

答　
⑴
①
大
規
模
災
害
対
策

を
的
確
に
施
設
の
長
寿
命
化

を
進
め
る
。

②
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設

置
し
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減

と
平
準
化
を
図
る
。

③
そ
の
他
、
施
設
の
総
量
20

％
減
、
新
設
の
考
慮
・
複
合

化
集
約
化
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民

協
力
）
に
よ
る
民
活
導
入
な

ど
と
合
わ
せ
、
更
新
費
用
の

推
計
に
基
づ
き
防
衛
省
、
社

会
資
本
総
合
整
備
交
付
金
な

ど
国
の
補
助
金
の
最
大
限
活

用
と
公
共
整
備
お
よ
び
大
規

模
改
修
基
金
な
ど
を
充
当
す

る
。

⑵
令
和
２
年
度
が
施
設
の
総

量
ピ
ー
ク
と
な
る
。
市
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
縮
減
目

標
を
達
成
し
た
い
。

⑶
令
和
２
年
度
予
算
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
中
で
、
適
宜
予
算
の

縮
減
で
対
処
す
る
。

⑷
震
災
の
減
免
中
で
あ
り
都

市
計
画
税
等
は
考
え
て
な
い
。

佐藤　富夫 議員

市
長
へ
質
問

問　
表
題
の
財
政
負
担
は
、

必
至
。
総
務
省
は
全
国
自
治

体
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
、

統
廃
合
・
更
新
・
総
量
削
減

し
経
費
節
減
す
る
よ
う
に
要

▲インフラ老朽化は必ず来る遺漏の無い計画をすること

大
田
区
議
会
（
東
京
都
）

友
好
都
市
交
流
　
訪
問

豊ぶ

前ぜ
ん

市
議
会
（
福
岡
県
）

友
好
都
市
交
流
　
訪
問

他議会からの視察来庁
１０月　１日　山形県河北町議会厚生文教常任委員会� 議員７名「コミュニティ・スクールの導入について」
１０月　３日　長野県塩尻市議会総務生活委員会　　　　　　 議員６名「ＳＤＧｓの取り組みについて」
１０月１０日　北海道積丹町議会　　　　　　　　　　　　　 議員６名「被害状況と復興状況について　等」
１１月　５日　東京都羽村市議会公明党（会派）　　　  　　　 議員４名「ＳＤＧｓの取り組みについて」
１１月　７日　大阪府枚方市議会公明党議員団（会派）　　　  議員５名「震災の復興状況について」
　１月１６日　宮城県栗原市議会広報編集調査特別委員会　　 　　議員９名「議会広報発行に係る編集方針等について 等」
　１月２０日　埼玉県行田市議会黎明21、みらい（２会派合同）　議員６名「防災・減災対策について」

友
好
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
交
流

▲多くの人で賑わったカラス天狗祭り（豊前市）
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　令和元年 10 月 21 日、東松島市ＰＴＡ連合会との議会懇談会を矢本西市民センターで行いました。
　市議会議員によるワークショップ形式での議会懇談会は、石巻圏域では初の試みでした。
　市ＰＴＡ連合会から 28 名が参加し、本市議会の広報常任委員および民生教育常任委員の議員 10 名で５つのグルー
プにわかれて、３つのテーマについてグループワークにより懇談し、意見交換しました。
　市ＰＴＡ連合会として、市内の小学校全８校、中学校全３校の各学校単位のＰＴＡから代表者としてＰＴＡ会長等、
３名程度に出席していただきました。各校からの参加で、各校の現状を踏まえた懇談ができました。
　なお、ワークショップ後の全体懇談で、本市にも総合型地域スポーツクラブがあるが、健康増進に関する取り組
みを見直し、強化してほしいというご意見があり、民生教育常任委員会で受け止めさせていただきました。
　本市の将来を担っていく小中学生の保護者の中心として活動されているＰＴＡの皆さまが日頃、市の教育につい
て率直に感じていることを聞くことができました。また、ＰＴＡ参加者の方からは、自校以外の学校の意見を聞く
ことができてよかったという感想を聞くこともでき、大変有意義な懇談会となりました。
　ご多用の中、熱海会長はじめご出席いただいた市ＰＴＡ連合会の皆さまに厚く御礼申しあげます。
　事前に設定した３つのテーマについて、グループワークで懇談した中で多数のご意見がでました。紙幅に限りが
ありますので、抜粋して掲載します。（順不同、グループ混在）

市 PTA連合会とワークショップ形式で活発に懇談

課題・問題点（現状）
学力が高い地域（他市）はなぜ高いのか。どうしているのか疑問。
平均点がわからない。学力で自校がどの位置にいるのかわから
ない。
学力が低いとダメなのか。保護者があまり他の自治体との学力
比較を意識していない面がある。
勉強を楽しいと感じられない児童が多い。
先生と子供の会話の時間が少ない。
学校で補習授業があるとよい。
やる気の無い子供が多いのかもしれない。やる気をどう出させ
るか。
学校教育で十分だが、集中力が足りない児童が多いのではないか。
活字に触れる機会が少ない。全体的に読解力、国語力が低い。
夏休みの宿題が少ない。夏休みを減らしても意味がない。
授業の理解力の個人差に先生が対応できていない。
親が子供の勉強を見る時間を作れない。
小学校、中学校間で学習内容にギャップがある。
教員によって教え方が違い、クラスによって点数に差が出ている。
経済的な理由で塾に入りたくても入れない世帯がある。

対策（誰がどうするか）
学力が高いという秋田県などの保護者と意見交換の機会がある
とよい。
先生に児童が楽しいと感じる授業をしてもらう。
図書館の自習室のような学習スペースの確保ができるとよい。
補習授業を学校の先生にボランティアでしてもらえればよい。
または民間のＮＰＯを補修授業等に利用してはどうか。
学童で宿題をする習慣づけができればよい。
子ども食堂と一体で補習授業があるとよい。
家庭でも活字に触れる機会を増やし、読解力、国語力の向上を
図る。漢字を覚えることにもつながる。宿題として読書感想文
を多く書かせる。
各家庭に競争力を持たせる意識づけをする。親が家庭でみてあ
げる時間を意識してつくり出す。
授業の進め方を考え、他県にならう。他県ではもっと早く授業
を進めている。
子供の意欲向上は、家庭での励まし、保護者が関心を示し、ほ
めることで、夢や目標がみえ、勉強することの必要性がわかれば、
向上心、やる気が起きる。
小学校高学年で教科ごとに担当する先生を変え、中学校進学に
備える。（例、平成 28年度に鳴瀬桜華小学校で実施）

テーマ１　学力向上のためにどう取り組んでいけばよいか

▲ワークショップ形式による開催のため、５つのグループを編成し、各グループでファシリテーター（進行）および書記を議員が務め
ました。模造紙にふせんで次々とご意見を出していただくことで、非常に多くの多様なご意見を伺うことができました。
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課題・問題点（現状）
宿題が多い。子供自身の宿題や自主勉強に対しての意識が低い。
家庭学習にメリハリがない。何かをしながら勉強している。勉強
以外の興味がありすぎる。
プリント配布や親、先生の声がけだけでは児童は変わらない。
動かない。
共働きで、子供を見てあげられない。
親自身がスマホ中毒などの場合、全く子供に制限しないなど、
親の問題もある。家庭でスマホの管理がされていない。
スマホを与えることで、親が楽できると思っている面もある。
スマホのほか、タブレット、ＰＣ、テレビゲームなどの管理の
問題もある。
スマホに時間を奪われ、本を読まない。字を書かなくなっている。
スマホは連絡などとても便利でなくては困るようになっている
が、児童間でトラブルが多くなっている。
外で遊ぶ場所が少ない。

課題・問題点（現状）
親の問題の面もある。過剰に先生方にクレームを入れ過
ぎる人が増えているせいで、先生方が子供に対してしっ
かり良し悪しの指導をしづらい環境になっているのでは
ないか。
問題は学校より家庭にあるのかもしれない。
頼りになる先生が少ない。先生が弱すぎる。
不登校、いじめの相談窓口がわからない。学校自体があ
やふやにしている。実態がよくわからない。
学校の対応に問題があると感じる。隠したがるのはよく
ない。
情報開示がされていない。隠ぺい体質と感じている。
いじめにあっている児童の逃げ場所がない。
全体として、実情が地域ごとに不明なので、問題意識が
少ない。
震災による心理的なトラウマが続いている子供もいる。
不登校に至る環境まで興味を持っていない。理解しよう
としていない。
不登校という言葉は学校側から見た目線ではないか。

対策（誰がどうするか）
親が毎日、宿題のほか自主勉強の習慣がつくよう、声がけする。

入りたい高校や大学進学などの目標があると頑張るはず。

家庭学習する際の環境を集中できるよう整える。

自分自身で考えて目標をもって取り組む。

スマホの使い方について、東松島ルールをつくってほしい。

スマホ、テレビゲーム、テレビ等、親が時間を決めるなど管理する。

スマホ（ＳＮＳ）の使い方を学校で教えてほしい。

スマホの使い方を生活習慣として身に着ける。（例、矢本西小学
校では、毎週火曜日にノーゲームデー実施中）

学校行事などでメディアの怖さ、脳への影響について有識者を
呼び、学ぶ。

公園を充実してほしい。外遊びの機会を増やし、自分の興味を
みつけ、自主的に勉強するように促す。

対策（誰がどうするか）
教師にも問題がある。学校に行けば楽しい。頼りになる先生を養成する。
学校、教育委員会は事案発生した際、隠さない。情報開示すべき。
学校、教育委員会は、相談窓口のＰＲが足りない。ＰＲ手法を考える
べき。
モンスターペアレンツを極力少なくする努力が必要。
不登校は親のケアも必要。
子供食堂と一体的に事業を進めるとよい。
外部の専門家を多くし、「心のケア」の支援を進める。
学校へのカウンセラーなどの配置人数を増やし、話せる環境づくりを
する。
学校と切り離して、子供と接する機会をとる。子供達が話しかけやす
い大人が増えるとよい。子供が一人で考えないように。
他人への興味、関心を高める。理解を深めることで対応がみえてくる。
親が面倒がらず、地域の行事など、いろいろな場所、学校外の行事に
連れ出し、学校外の時間、居場所をつくるようにする。
自分の子供だけでなく、近所の子供にもあいさつなど、声がけし見守る。
準不登校の生徒への対応を丁寧に。民間団体、企業など他機関連携。
先生、親以外の人が相談に乗る方が、いい子もいるのではないか。

テーマ 2　家庭学習をどのように取り組んでいけばよいか（スマホの取り扱い）

テーマ 3　不登校児童を減らすにはどう取り組んでいけばよいか

ワークショップの流れ

▲ワークショップの要領を事前説明▲グループワークで各テーマについて、書き出し後にまとめ▲最後に各グループで発表

●
開
会
あ
い
さ
つ

　
大
橋　
博
之　
議
長

　
熱
海　
光
太
郎

　
　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

●
司
会　

　
齋
藤　
徹　
議
員

●
市
議
会
の
教
育
行
政
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
の
紹
介

　
上
田　
勉

　
　
民
生
教
育
常
任
委
員
長

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明

　
櫻
井　
政
文

　
　
広
報
常
任
副
委
員
長

●
閉
会
あ
い
さ
つ

　
小
野　
惠
章　
副
議
長

　
（
広
報
常
任
委
員
長
）

議
会
懇
談
会
議
員

派
　
遣
　
名
　
簿

　
石
森
　
晃
寿

総
務
常
任
副
委
員
長

広
報
常
任
委
員

　
上
田
　
　
勉

民
生
教
育
常
任
委
員
長

　
手
代
木
せ
つ
子

民
生
教
育
常
任
委
員

広
報
常
任
委
員

　
齋
藤
　
　
徹

産
業
建
設
常
任
委
員

広
報
常
任
委
員

　
小
野
　
幸
男

民
生
教
育
常
任
副
委
員
長

広
報
常
任
委
員

　
小
野
　
惠
章

副
議
長
、
総
務
常
任
委
員

広
報
常
任
委
員
長

　
阿
部
　
勝
德

民
生
教
育
常
任
委
員

広
報
常
任
委
員

　
櫻
井
　
政
文

産
業
建
設
常
任
副
委
員
長

広
報
常
任
副
委
員
長

　
佐
藤
　
富
夫

議
会
選
出
監
査
委
員

民
生
教
育
常
任
委
員

　
長
谷
川
　
博

民
生
教
育
常
任
委
員

※
議
席
番
号
順
に
記
載
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小野竹一さん
あおい地区会会長

令和元年 第４回定例会 緊張感のあるやり取りをきいて

編
集
後
記

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
東
松
島
市
議
会
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

３
月
20
日
は
、
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
の
聖
火
が
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
航
空
自
衛
隊
松

島
基
地
に
到
着
し
ま
す
。
東

松
島
市
に
と
っ
て
歴
史
的
な

日
に
な
り
ま
す
。
世
界
各
国

か
ら
注
目
さ
れ
東
松
島
市
の

知
名
度
も
ア
ッ
プ
し
、
大
き

な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
期
待
し

て
、
そ
の
日
が
来
る
の
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
議
会
広
報
の
役
割

と
い
う
の
は
、
議
会
で
ど
う

い
う
議
論
を
経
て
結
論
に
至

っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
分

か
り
や
す
く
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ま
に
報
告
す
る
こ
と
だ

と
自
覚
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
石
森　

晃
寿
）

�

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

小
野　

惠
章

副
委
員
長　
　

櫻
井　

政
文

委　
　

員　
　

石
森　

晃
寿

委　
　

員　
　
手
代
木
せ
つ
子

委　
　

員　
　

齋
藤　
　

徹

委　
　

員　
　

小
野　

幸
男

委　
　

員　
　

阿
部　

勝
德

傍聴者
インタビュー 　12月11日（水）議会定例会を傍聴し

ました。震災から８年９カ月目のこの日
に大川小津波訴訟に関連した、本市の取
り組みに対する一般質問とそれに対する
答弁が行なわれ、市長、防災担当、学校
教育関係者の方々の緊張感あるやり取り
に聞き入りました。また、ソフトバンク

地方創生インターンの学生方からの提案
にどのように取り組むかの宿題が有ると
思います。私は常々新規事業や改革には、
若者と、よそ者の力が必要と思っており
ます。本市の足りないもの、必要なもの、
どのように展開するのか検討の結果を見
守ります。

2月定例会日程（予定）お知らせ
2 月 13 日㈭ 10 時 00 分〜 本会議（開会、議案審議等）
2 月 18 日㈫ 10 時 00 分〜 本会議（一 般 質 問）
2 月 19 日㈬ 10 時 00 分〜 本会議（一 般 質 問）
2 月 20 日㈭ 10 時 00 分〜 本会議（一般質問・代表質問）
2 月 21 日㈮ 10 時 00 分〜 本会議（当初予算総括質疑）
3 月　2 日㈪ 10 時 00 分〜 本会議（議案審議等）
3 月　5 日㈭ 10 時 00 分〜 本会議（議案審議等）

○●議会を傍聴してみませんか●○

議会日程ウェブサイトＱＲコード

傍聴およびライブ中継をご視聴いただきありがとうございました。

令和元年　第４回　定例会
（１２月５日～１６日、本会議開会６日間）

 傍聴者数

15名
インターネットライブ中継
視聴者数

174名

　政府は優れた取り組みを提案した全国 29 自治体を、「ＳＤＧ s（エス・ディ・ジー
ズ）未来都市」として選定。宮城県からは唯一、東松島市が選ばれました。
　今回お届けする議会だよりでは、記事の内容に関連する持続可能な世界を実現す
るための 17 の目標のロゴを記事に添えて掲載しました。

（一般質問の記事含め、広報常任委員会がロゴを選択しました。）

持 続 可 能 な ま ち づ く り を
請願・陳情の受付一覧

（令和元年９月 27日～令和元年 12月 16日）

ライドシェア反対、地域公共交通の充実を求める意見書採択の要請
（提出者：自交総連東北地方連合会　執行委員長　本間　昭）

　

市
の
行
政
な
ど
に
つ
い
て

意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き
、

議
会
に
請
願
や
陳
情
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q
&
A

①
提
出
で
き
る
人
は
。

　

だ
れ
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

②
提
出
の
時
期
は
。

　

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
が
、
2
月
、
6
月
、
9
月
、

12
月
の
年
4
回
開
催
さ
れ
る

市
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
の
で
、
各
定
例
会
が
始

ま
る
前
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

③
請
願
と
陳
情
の
違
い
は
。

◆
請
願
は
市
議
会
議
員
1
人

以
上
の
紹
介
が
必
要
で
す
が
、

陳
情
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

請
願
は
担
当
の
常
任
委
員
会

等
で
審
査
を
し
、
そ
の
審
査

結
果
を
も
と
に
本
会
議
で
採

択
（
趣
旨
に
賛
成
）、
一
部

採
択
（
趣
旨
の
一
部
に
賛

成
）、
不
採
択
（
反
対
）
か

を
決
め
ま
す
。
採
択
さ
れ
た

請
願
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
、
そ
の
結
果
を

市
長
ま
た
は
関
係
機
関
に
送

り
ま
す
。

◆
陳
情
は
請
願
と
違
い
、
紹

介
議
員
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
東
松
島
市
議
会
の
場

合
、
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
、
特
に
意
見
が
な
い
場

合
、
各
議
員
へ
の
配
付
お
よ

び
本
会
議
で
の
報
告
の
み
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
場
合
特
に
申

し
出
が
な
い
場
合
、
陳
情
者

へ
の
報
告
等
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
陳
情
を
提
出
す
る
際

は
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
を
書
く

と
き
の
注
意

①
用
紙
は
な
る
べ
く
A
4

判
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
請
願
・
陳
情
者
は
、
表
題
、

趣
旨
、
提
出
年
月
日
、
住
所

を
書
き
、
署
名
ま
た
は
記
名

し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

（
法
人
で
は
名
称
、
代
表
者

署
名
ま
た
は
記
名
し
、
法
人

印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

③
請
願
・
陳
情
者
が
多
数
の

時
は
代
表
者
を
決
め
、
署
名
簿

を
末
尾
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

請
願
・
陳
情
を
お
出
し
に
な
る
方
へ

※変更の場合がありますので、詳しくは
　市議会ウェブサイトをご覧下さい。

16令和２年２月１日発行


